
 

No.33 応仁の乱 
年    組 

氏名 

 

月   日（  ） 

 
 

 

／8問 

（   ）回目 

次の（    ）に当てはまる言葉をそれぞれ書きましょう。 

 

１ 細
ほそ

川
かわ

氏と山
やま

名
な

氏が８代将
しょう

軍
ぐん

（①     ）のあとつぎ問題を

めぐって対立したことから始まり、京
きょう

都
と

から全国に広がって 11

年におよんだ戦乱を（②     ）という。 

 

２ 浄
じょう

土
ど

真
しん

宗
しゅう

の信仰で結びついた武士や農

民たちは、領主に対して右の旗をかざして

（③     ）をおこした。 

 

３ 実力のある者が、力をのばして上の身分

の者に打ち勝つ風潮を（④     ）と

いう。 

 

４ 応仁の乱ののち、守
しゅ

護
ご

大
だい

名
みょう

の地位をうばって実権をにぎったり、

守護大名が成長したりして、（⑤     ）が各地に登場した。 

 

５ 応仁の乱以後、（⑤）によってたがいに争われた時代を

（⑥     ）という。 

 

６ 戦国大名が城の周辺に家
け

来
らい

を集め、商工業者を呼びよせてつく

った町を（⑦     ）という。 

 

７ 戦国大名が領国内の武士や民衆の

行動を取りしまるため、独自に定め

た右のような法令を（⑧     ）

という。 

【解答】 

 

① 足
あし

利
かが

義
よし

政
まさ

 

② 応
おう

仁
にん

の乱
らん

 

 

 

③ 一
いっ

向
こう

一
いっ

揆
き

 

 

 

 

④ 下
げ

剋
こく

上
じょう

 

 

 

 

⑤ 戦
せん

国
ごく

大
だい

名
みょう

 

 

 

⑥ 戦
せん

国
ごく

時
じ

代
だい

 

 

 

⑦ 城
じょう

下
か

町
まち

 

 

 

⑧ 分
ぶん

国
こく

法
ほう

 

 応仁の乱によって、それまでの社会がどのよう

に変化したのかをおさえよう。 

 

一 本
ほん

拠
きょ

である朝
あさ

倉
くら

館
やかた

のほ

か、国内に城を構えてはな

らない。すべての有力な家

臣は、一
いち

乗
じょう

谷
だに

に引っ越
こ

し、

村には代官を置くように

しなさい。 

（朝
あさ

倉
くら

孝
たか

景
かげ

条
じょう

々
じょう

） 

（長善寺蔵） 


